


1 竹幽文庫蔵『源氏千種香』の紹介（九）

本
稿
は
、
矢
野
環
・
岩
坪
健
・
福
田
智
子
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』

の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）、
お
よ
び

同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
二
）
1
桐
壺
香
〜
6
末
摘
花
香
」

（『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
4
号
、二
〇
一
四
年
二
月
）、同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源

氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
三
）
7
紅
葉
賀
香
か
ら
12
須
磨
香
」（『
社
会
科
学
』
第

44
巻
第
1
号
、
二
〇
一
四
年
五
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の

紹
介（
四
）13
明
石
香
〜
18
松
風
香
」（『
社
会
科
学
』第
44
巻
第
2
号
、二
〇
一
四

年
八
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
五
）
19
薄
雲
香
〜

24
胡
蝶
香
」（『
社
会
科
学
』
第
44
巻
第
3
号
、二
〇
一
四
年
十
一
月
）、同
「
竹

幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
六
）
25
蛍
香
〜
30
藤
袴
香
」（『
社
会
科

学
』
第
44
巻
第
4
号
、
二
〇
一
五
年
二
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種

香
』
の
紹
介
（
七
）
31
真
木
柱
香
〜
40
御
法
香
」（『
社
会
科
学
』
第
45
巻
第
1
・

2
号
合
併
号
、
二
〇
一
五
年
八
月
）、
同
「
竹
幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の

紹
介
（
八
）
41
幻
香
〜
47
総
角
香
」（『
社
会
科
学
』
第
45
巻
第
3
号
、二
〇
一
五

年
十
一
月
）
の
続
編
と
し
て
、
48
早
蕨
香
〜
51
浮
舟
香
ま
で
の
四
つ
の
組
香
の

翻
刻
と
考
察
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
資
料
に
関
わ
る
基
本
的
な
説
明
は

『
社
会
科
学
』
第
43
巻
第
3
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
凡
例
お
よ
び
香
道

用
語
解
説
は
、『
同
』
第
43
巻
第
4
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
以

下
に
そ
の
概
略
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の

関
わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構

造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道
用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。

そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語
解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
43

巻
第
4
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
源
氏
千
種
香
』
の
紹
介
（
九
）
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48
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一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

48　

早
蕨
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
早
蕨
香

 

こ
の
春
は
た
れ
に
か
見
せ
ん
な
き
人
の

 

　

か
た
み
に
つ
め
る
峯
の
さ
わ
ら
ひ

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

う
れ
し
き
浪
の
香
一
包
、
都
の
住
居
香
二
包
。
い
は
せ
の
森
香
三
包
、

匂
宮
の
香
二
包
客
香

な
り

、中
君
の
香
二
包
ウ
香

な
り

、
都
合
十
包
、
出
香
と
し
、
打

交
一
炷
充
焚
出
し
、
皆
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。」
六
五
オ

一　

都
の
住
居
の
香
斗
り
外
に
拵
へ
、
試
に
出
す
。
其
外
の
香
は
試
な
し
。

一　

出
香
十
炷
、
皆
焚
終
て
後
に
折
居
十
を
廻
し
順
々
に
札
を
受
て
筆
記

し
点
星
を
定
む
る
べ
し
。

一　

札
打
様
は

 

　

う
れ
し
き
浪
に　

一
の
札　

都
の
住
居
に　

二
の
札

 

　

い
は
せ
の
森
に　

三
の
札　

匂
宮
に　
　
　

ウ
の
札

 

　

中ナ
カ
ノ
キ
ミ君に　

　
　
　

花
一
の
札

月
一
の
札

」
六
五
ウ

一　

記
録
点
に
正
傍
有
り
。
左
の
ご
と
し
。

 

　

都
の
住
居 

  

何
人
聞
に
て
も
一
点
充
、
聞
違
独
は
星
二
つ
、
二
人

よ
り
星
一
つ
充
附
る
。
是
は
試
香
を
聞
た
る
ゆ
へ
星

あ
り
。

 

（
う
れ
し
き
浪

い
は
せ
の
森 

独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
、
聞
違
星
な
し
。

 

（
匂
宮

中
君 

  

点
に
正
傍
あ
り
。
正
四
点
、
傍
三
点
充
也
。
何
人
に

て
も
同
し
。
傍
二
点
に
て
正
一
点
に
対
す
也
。
聞
違

星
な
し
。

 

正
傍
の
定
様
色
〳
〵
有
り
。
此
組
に
て
正
傍
と
す
る
は
匂
宮
と
中
君

と
は
無
試
香
二
包
充
、
故
に
香
と
札
同
銘
異
銘
に
て
も
点
を
か
く
る

べ
し
。
香
と
札
と
同
銘
又
異
銘
に
て
も
同
香
二
炷
」
六
六
オ
に
同
札
二

枚
打
た
る
は
正
の
中
と
云
。
香
と
札
と
同
銘
異
銘
に
て
も
同
香
二
炷

に
別
札
を
打
た
る
を
傍
の
中
り
と
云
。
左
例
を
以
て
考
知
べ
し
。

 

　

た
と
へ
ば

 

　
〔
表
〕」
六
六
ウ

 

玉
椿
紋
（
朱
）　

  

匂
宮
も
中
君
も
一
炷
充
は
聞
た
れ
と
も
、残
一
炷
充
、

異
名
成
る
故
に
四
炷
と
も
に
中
れ
と
も
皆
傍
点
也
。

 

花
葵
紋
（
朱
）　

  

匂
宮
二
炷
共
に
中
君
と
聞
た
る
故
に
正
点
也
。中
君

一
炷
を
匂
宮
と
聞
た
る
故
に
是
は
傍
点
也
。

 
黄
菊
紋
（
朱
）　

  

中
君
一
炷
は
中
君
と
聞
た
れ
ど
も
残
一
炷
を
匂
宮
と

聞
た
る
故
に
傍
点
也
。
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糸
薄
紋
（
朱
）　

  

匂
宮
を
中
君
、
又
中
君
を
匂
宮
と
聞
違
た
れ
ど
も
、

同
香
二
炷
共
に
同
札
を
打
た
る
故
に
正
点
に
準
る

也
。」
六
七
オ

 

　

早
蕨
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
六
七
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　
　

う
れ
し
き
浪　
　

1　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ

　
　

都
の
住
居　
　
　

2

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

い
は
せ
の
森　
　

3　
　

10

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

匂
宮　
　
　
　
　

2

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

中
君　
　
　
　
　

2

本
香
に
は
、「
う
れ
し
き
浪
」
の
香
一
包
、「
都
の
住
居
」
の
香
二
包
、

「
い
は
せ
の
森
」
の
香
三
包
、「
匂
宮
」
の
香
二
包
（
客
香
）、「
中
君
」
の

香
二
包
（
ウ
香
）
の
計
十
包
を
出
香
す
る
。
試
香
を
別
途
行
う
の
は
「
都

の
住
居
」
の
み
。
本
香
は
一
炷
ず
つ
焚
き
、
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
、

折
居
を
十
個
廻
し
て
、
順
に
十
炷
香
札
を
打
っ
て
い
く
。
す
べ
て
打
ち
終

わ
っ
た
ら
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す
る
。

五
種
類
の
香
の
う
ち
、一
炷
の
み
出
た
香
は
「
う
れ
し
き
浪
」
で
「
一
」

の
札
を
、
ま
た
、
三
炷
出
た
香
は
「
い
は
せ
の
森
」
で
「
三
」
の
札
を
打

つ
。
二
炷
出
た
香
は
「
都
の
住
居
」「
匂
宮
」「
中
君
」
の
い
ず
れ
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
う
ち
「
都
の
住
居
」
は
試
香
に
よ
っ
て
特
定
で

き
る
。
残
り
の
「
匂
宮
」「
中
君
」
は
、い
わ
ゆ
る
無
試
香
で
特
定
で
き
な

い
た
め
、
二
炷
ず
つ
の
同
香
を
聞
き
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ウ
」
の
札
二
枚

と
「
花
一
」「
月
一
」
の
札
と
を
打
つ
。

記
録
点
と
し
て
、「
都
の
住
居
」
は
、
何
人
聞
き
当
て
て
も
一
点
ず
つ
加

え
る
一
方
、
聞
き
違
え
る
と
、
一
人
だ
と
星
二
つ
、
二
人
か
ら
は
星
一
つ

を
付
す
。
試
香
が
あ
る
た
め
聞
き
分
け
る
の
は
比
較
的
容
易
と
見
て
、
聞

き
当
て
た
時
の
得
点
は
低
く
、
ま
た
、
聞
き
違
え
た
時
の
減
点
が
設
定
さ

れ
て
い
る
。「
う
れ
し
き
浪
」
と
「
い
は
せ
の
森
」
は
、独
り
聞
き
が
三
点
、

二
人
か
ら
は
二
点
で
、聞
き
違
え
て
も
星
は
付
か
な
い
。「
匂
宮
」「
中
君
」

に
は
「
正
傍
（
し
ょ
う
ぼ
う
）」
の
点
の
習
い
が
あ
る
。
具
体
的
な
点
の
付

け
方
は
組
香
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
、
本
組
香
で
は
、
同
香
の
二
炷
に
同

じ
札
（
前
述
の
「
ウ
」
札
二
枚
、
あ
る
い
は
、「
花
一
」「
月
一
」
の
札
）

を
打
て
ば
「
正
の
中
（
あ
た
）
り
」
と
し
て
各
四
点
、
二
炷
で
八
点
と
な

る
一
方
、
同
香
二
炷
に
別
札
を
打
っ
た
場
合
で
も
、「
匂
宮
」「
中
君
」
に

「
ウ
」「
花
一
」「
月
一
」
の
い
ず
れ
か
の
札
を
打
っ
て
い
れ
ば
、「
傍
の
中

り
」
で
各
三
点
を
得
る
。

蘭
之
園
本
は
、「
一
」「
二
」
の
香
、
各
二
包
（
試
香
あ
り
）
と
「
中
の

君
」
の
香
四
包
（
試
香
な
し
）
の
計
八
包
を
二
炷
聞
き
に
す
る
と
い
う
、比

較
的
簡
素
な
構
成
で
あ
る
。
た
だ
し
、
聞
き
の
名
目
を
九
つ
用
い
て
お
り
、

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
*

*

*
*

*

*

*
*

*

*

*

*

*
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そ
の
う
ち
四
つ
は
竹
幽
本
も
香
名
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
残
り
の
「
さ

わ
ら
び
」「
つ
く
し
」「
宇
治
を
出
る
」「
故
郷
の
名
残
」「
都
へ
出い

づ

る
」
の

五
つ
は
、
竹
幽
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
竹
幽
本
は
、
中
君
が
宇
治
か
ら
都

へ
と
匂
宮
に
迎
え
と
ら
れ
る
当
該
巻
の
物
語
展
開
を
、『
源
氏
物
語
』
中
の

語
句
に
拠
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、「
匂
宮
」「
中
君
」
の
香
に
正
傍
の

点
の
習
い
を
採
り
入
れ
る
と
い
う
組
香
そ
の
も
の
の
趣
向
で
表
現
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

五
つ
の
名
目
の
う
ち
、「
い
は
せ
の
森
」
以
外
は
蘭
之
園
本
に
も
見
ら
れ

る
。「
い
は
せ
の
森
」
は
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
に
あ
る
森
で
、「
言
は
せ
」

を
掛
け
る
。
蘭
之
園
本
と
共
通
す
る
名
目
の
う
ち
「
う
れ
し
き
浪
」
は
、尾

崎
左
永
子
氏
『
香
道
蘭
之
園
』
解
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』

で
は
「
う
れ
し
き
瀬
」
で
あ
る
。
竹
幽
本
は
蘭
之
園
本
を
そ
の
ま
ま
用
い

た
か
。

名
目
を
使
っ
て
当
巻
の
あ
ら
す
じ
を
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お

名
目
に
は
、
傍
線
を
付
す
。

父
宮
に
も
姉
君
に
も
先
立
た
れ
た
中
の
君
は
、
宇
治
の
山
荘
で
喪
に
服

し
て
い
た
。
山
里
に
も
春
は
訪
れ
、
山
寺
に
住
む
知
人
の
僧
侶
か
ら
、
蕨

な
ど
が
贈
ら
れ
て
き
た
。
中
の
君
が
お
礼
に
詠
ん
だ
和
歌（
⑤
三
四
六
頁
）

が
、
巻
名
歌
で
あ
る
。

薫
の
手
引
き
で
匂
宮
と
結
ば
れ
て
い
た
中
の
君
は
、
都
に
あ
る
匂
宮
の

邸
宅
（
都
の
住
居
）
に
引
き
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
匂
宮
は
そ
の
引

越
し
の
準
備
に
つ
い
て
薫
に
相
談
し
、
薫
も
ま
た
姉
君
を
亡
く
し
た
悲
し

み
を
匂
宮
に
打
ち
明
け
た
が
、薫
が
中
の
君
と
話
を
し
た
「
い
は
せ
の
森
」

（
⑤
三
五
一
頁
）
の
出
来
事
は
黙
っ
て
い
た
。

中
の
君
に
仕
え
る
女
房
は
、
宇
治
か
ら
都
へ
引
っ
越
す
の
を
喜
び
、「
う

れ
し
き
瀬
」（
⑤
三
六
二
頁
）
に
出
会
っ
た
と
い
う
和
歌
を
詠
ん
だ
。
し
か

し
中
の
君
は
、
父
・
姉
と
暮
ら
し
た
宇
治
を
立
ち
去
る
の
を
つ
ら
く
思
っ

て
い
た
。

49　

寄
生
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
寄
生
香

 

や
と
り
き
と
お
も
ひ
出
す
は
こ
の
も
と
の

 

　

た
び
ね
も
い
か
に
さ
び
し
か
ら
ま
し

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

夏
の
舎
の
香
、
木
の
本
の
香
、
旅
寝
の
香
、
各
三
包
充
、
寄
生
の
香

客
香

な
り

一
包
、
都
合
十
包
出
香
と
し
、
五
炷
焚
終
て
一
同
に
包
紙
を
開
き
、

六
炷
目
よ
り
は
一
炷
充
に
包
紙
を
開
く
べ
し
。
寄
生
の
香
を
限
と
し

て
香
は
終
る
也
。」
六
八
オ

一　

地
香
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。

一　

地
香
九
包
打
交
、
其
内
四
包
焚
終
て
、
残
五
包
に
寄
生
の
香
を
加
へ
、

（
1
）

（
2
）
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又
交
て
六
包
を
焚
出
す
べ
し
。

一　

寄
生
の
香
は
、
連
座
所
持
の
名
香
を
一
炷
充
申
受
て
、
香
の
た
け
幅

同
様
に
揃
へ
、
同
じ
色
に
染
て
桐
の
木
を
焼
て
用
ゆ
。

又
麻
が
ら
の
灰
も
よ
し
。、
地
香
の
包
紙
と
同
様

に
香
元
に
て
包
加
へ
、
奥
に
見
へ
ざ
る
様
に
香
銘
と
香
主
の
名
乗
と

を
書
付
。
是
を
打
交
て
、
其
内
一
包
取
て
寄
生
と
名
付
け
、
地
香
九

包
に
加
へ
、
十
炷
焚
出
す
也
。
扨
て
香
会
」
六
八
ウ
終
て
残
た
る
九
炷

の
名
香
は
所
持
の
人
に
厚
く
会
釈
し
て
銘
々
へ
戻
す
べ
し
。
自
然
連

中
よ
り
申
受
た
る
香
に
同
銘
同
木
交
り
出
る
事
あ
ら
ば
、
其
人
に
断

を
立
て
返
し
、
別
香
を
所
望
し
て
よ
し
。

一　

地
香
は
常
の
こ
と
く
聞
て
寄
生
の
香
、
我
所
持
の
香
と
思
は
ゞ
寄
生

の
札
を
う
つ
。
又
他
の
所
持
香
と
思
は
ゞ
、
中
の
君
の
札
を
う
つ
也
。

札
打
様
左
の
ご
と
し
。

 

　

  

夏
の
舎
に　

一
の
札　
　
　

木
の
本
に　

二
の
札　
　

 

　

旅
寝
に　
　

三
の
札　
　
　

寄
生
に　
　

ウ
札
二
枚　

 

　

中
の
君
に　

ウ
札
一
枚
」
六
九
オ

一　

記
録
点
星
定
様
は

 

　

我
香
を
我
香
と
聞
中
は　
　

四
点

 

　

他
香
を
他
香
と
聞
中
は　
　

二
点

 

　

我
香
を
他
香
と
聞
違
は　
　

星
三
つ

 

　

他
香
を
我
香
と
聞
違
は　
　

星
一
つ

 

　

客
香
と
地
香
と
の
聞
違
は　

星
な
し

 

地
香
独
聞
の
差
別
な
く
何
人
に
て
も
一
点
充
也
。

一　

記
録
認
様
次
の
ご
と
し
。」
六
九
ウ

 

　

寄
生
香
之
記

 

　
〔
表
〕」
七
〇
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　

夏
の
舎　
　
　
　
　
　
　
　
　

－　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　

）

　
　

木
の
本　
　
　

3
＝
4　

＋　

5　
　
　

5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
後

　
　

旅
寝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＋　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

寄
生
（
中
の
君
）　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
夏
の
舎
」「
木
の
本
」「
旅
寝
」
の
香
（
地
香
）
を
各
三
包
、

「
寄
生
」
の
香
（
客
香
）
一
包
の
計
十
包
を
出
香
す
る
。
三
種
類
の
地
香
の

み
、
別
途
、
試
香
を
行
う
。
答
え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
る
。

ま
ず
、
地
香
九
包
を
交
ぜ
、
そ
の
中
か
ら
四
包
を
焚
く
。
そ
の
後
、
残

り
五
包
に
「
寄
生
」
の
香
を
加
え
て
六
包
に
し
、
交
ぜ
て
か
ら
一
包
ず
つ

焚
い
て
い
く
。
一
炷
目
か
ら
五
炷
目
ま
で
は
、
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か

（開く）

⎫
｜
｜
⎬
｜
｜
⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

（寄生の香を限とす）

*
*

*
*

*
*

*
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ら
包
紙
を
開
き
（
前
段
）、六
炷
目
か
ら
は
一
炷
焚
く
た
び
に
包
紙
を
開
い

て
正
答
を
披
露
す
る
（
後
段
）。「
寄
生
」
の
香
が
出
た
ら
、
そ
こ
で
香
席

を
終
え
る
。
な
お
、
途
中
ま
で
地
香
を
焚
い
て
か
ら
客
香
を
加
え
る
場
合
、

通
常
は
、
客
香
を
加
え
る
直
前
で
包
紙
を
す
べ
て
開
き
、
正
答
を
披
露
し

て
か
ら
客
香
を
加
え
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
点
、
本
組
香
は
、
地
香
四
炷

の
後
、
客
香
を
加
え
て
か
ら
、
さ
ら
に
一
炷
を
聞
き
、
計
五
炷
を
聞
き
終

え
て
包
紙
を
す
べ
て
開
く
と
い
う
手
順
に
な
っ
て
お
り
、
き
わ
め
て
珍
し

い
。
仮
に
、
客
香
が
、
加
え
ら
れ
た
直
後
（
五
炷
目
）
に
出
た
場
合
、
そ

こ
で
香
席
は
終
了
と
な
り
、
後
段
は
全
く
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
。「

寄
生
」
の
香
は
、「
連
座
」（「
連
中
」
と
も
。
連
衆
〈
れ
ん
じ
ゅ
〉
の

こ
と
）が
所
持
し
て
い
る
名
香
を
、ひ
と
り
一
炷
ず
つ
も
ら
い
受
け
る
。
偶

然
、
同
じ
銘
、
同
じ
香
木
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
人
に
事

情
を
説
明
し
て
香
木
を
返
却
し
、
別
香
を
所
望
し
て
も
よ
い
。
も
ら
い
受

け
た
香
木
は
、
香
主
が
自
分
の
香
を
形
状
で
見
分
け
る
の
を
避
け
る
た
め
、

香
木
の
縦
横
の
寸
法
を
揃
え
、
ま
た
、
同
じ
色
に
染
め
て
お
く
。
香
木
を

染
め
る
の
に
は
、「
染
墨
」
と
呼
ば
れ
る
桐
の
木
を
焼
い
た
も
の
を
用
い
る

他
、
麻
幹
（
麻
殼
。
皮
を
は
い
だ
麻
の
茎
。
お
が
ら
）
の
灰
を
用
い
て
も

よ
い
。
そ
れ
を
、
地
香
と
同
様
の
紙
で
包
み
、
包
紙
の
奥
の
方
に
、
見
え

な
い
よ
う
に
香
銘
と
香
主
の
名
乗
を
書
き
付
け
て
お
く
。
こ
う
し
て
用
意

し
た
香
か
ら
一
包
を
取
り
、「
寄
生
」
と
名
付
け
て
本
香
に
用
い
る
。
な
お
、

残
っ
た
名
香
（
連
衆
が
十
名
だ
と
す
る
と
、
九
炷
残
る
こ
と
に
な
る
）
は
、

香
席
を
終
え
た
後
、
香
主
に
厚
く
御
礼
を
述
べ
て
か
ら
各
人
に
返
却
す
る
。

札
の
打
ち
方
に
つ
い
て
、
地
香
は
「
夏
の
舎
」「
木
の
本
」「
旅
寝
」
の

香
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
一
」「
二
」「
三
」
の
札
を
打
て
ば
よ
い
。
ま
た
、「
寄

生
」
の
香
は
、自
分
が
所
持
し
て
い
る
香
と
思
え
ば
「
ウ
」
の
札
二
枚
、他

者
の
香
で
あ
れ
ば
「
中
の
君
」
と
称
し
、「
ウ
」
の
札
を
一
枚
打
つ
。

記
録
点
は
、
自
分
の
香
で
あ
る
「
寄
生
」
の
香
が
出
て
、
か
つ
そ
れ
を

聞
き
当
て
た
場
合
に
は
四
点
を
得
る
が
、
香
主
を
聞
き
違
え
れ
ば
星
三
つ

と
な
る
。
ま
た
、
自
分
の
香
で
な
い
「
中
の
君
」
を
そ
れ
と
聞
き
当
て
た

場
合
は
二
点
、
自
分
の
香
と
聞
き
違
え
れ
ば
星
一
つ
で
あ
る
。
客
香
と
地

香
と
の
聞
き
違
え
に
は
、
星
を
付
け
な
い
。
自
分
の
香
が
出
る
か
ど
う
か

は
全
く
の
偶
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
聞
き
当
て
る
こ
と
で
、
他
者
の
香
を

聞
き
当
て
る
よ
り
も
二
倍
の
得
点
が
得
ら
れ
る
一
方
、
聞
き
違
え
た
場
合

は
大
き
な
減
点
と
な
り
、
ま
た
、
他
者
の
香
「
中
の
君
」
を
自
分
の
香
と

聞
き
違
え
て
も
減
点
と
な
る
な
ど
、
自
分
の
香
を
他
者
の
香
と
正
し
く
聞

き
分
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
ひ
と
つ
の

に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
地

香
の
得
点
は
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
り
な
く
一
点
ず
つ
で
あ
る
。

蘭
之
園
本
は
、「
夏
の
舎
」「
木
の
本
」「
旅
寝
」
の
香
各
三
包
と
、「
中

の
君
」
の
香
一
包
（
以
上
、
試
香
あ
り
）、「
寄
生
」
の
香
一
包
（
試
香
な

し
）
を
用
意
し
、「
寄
生
」
の
香
の
み
「
聞
手
」（
竹
幽
本
の
本
組
香
で
は

「
連
座
」「
連
中
」）
所
持
の
香
木
を
一
炷
ず
つ
集
め
、そ
の
中
か
ら
一
包
を

*

*

*
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取
っ
て
「
寄
生
」
と
名
付
け
、
全
十
一
包
を
一
炷
開
き
に
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
蘭
之
園
本
で
は
、「
中
の
君
」
が
試
香
の
あ
る
地
香
で
あ
る
の

に
対
し
、
竹
幽
本
で
は
他
者
の
客
香
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
寄
生
」
の

香
に
つ
い
て
、「
ウ
」
の
札
を
二
枚
打
ち
、
ま
た
、
他
者
の
香
と
聞
き
違
え

た
場
合
に
星
を
三
つ
付
す
点
は
、
両
者
共
通
す
る
が
、
蘭
之
園
本
が
、「
寄

生
」
を
聞
き
当
て
た
人
数
に
よ
っ
て
得
点
に
差
を
つ
け
る
点
は
竹
幽
本
と

異
な
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

名
目
は
蘭
之
園
本
と
同
じ
で
、五
つ
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
三
つ
（
寄
生
・

木
の
本
・
旅
寝
）
は
巻
名
歌
（
⑤
四
六
二
頁
）
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ

以
外
の
名
目
の
う
ち
「
中
の
君
」
は
、
宇
治
の
山
荘
か
ら
都
の
匂
宮
邸
に

移
り
住
ん
だ
女
君
で
あ
る
。
そ
の
姉
君
を
薫
は
恋
い
慕
い
、
姉
君
の
死
後

も
薫
は
宇
治
を
よ
く
訪
れ
、
邸
内
の
老
木
を
見
て
、「
か
つ
て
宿
泊
し
た
思

い
出
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
木
の
下
の
旅
寝
は
、
ど
ん
な
に
寂
し
い
も
の
と

な
っ
た
だ
ろ
う
」
と
い
う
巻
名
歌
を
詠
ん
だ
。
薫
は
山
荘
に
残
っ
た
老
女

房
か
ら
、
中
の
君
に
は
浮
舟
と
い
う
異
母
妹
が
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。

残
り
の
名
目
「
夏
の
舎
」
は
、『
源
氏
物
語
』
に
も
、
ま
た
そ
の

概
書

で
あ
る
『
源
氏
小
鏡
』
に
も
見
当
ら
な
い
。『
香
道
蘭
之
園
』
解
説
は
、「
そ

の
夏
、は
じ
め
て
浮
舟
と
行
き
合
っ
た
宇
治
山
荘
を
い
う
か
。」
と
指
摘
す

る
。
そ
れ
は
、
薫
が
、
宇
治
の
山
荘
で
初
め
て
浮
舟
を
垣
間
見
て
、
亡
き

姉
宮
と
生
き
写
し
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
思
慕
す
る
場
面
で
あ
る
（
⑤

四
八
七
頁
）。

50　

東
屋
香

【
翻
刻
】

 

　

△
東
屋
香

 

さ
し
と
む
る
む
く
ら
や
し
け
き
あ
つ
ま
屋
の

 

　

あ
ま
り
ほ
ど
ふ
る
あ
ま
そ
ゝ
ぎ
か
な

一　

名
乗
紙
に
て
聞
く
也
。

一　

一
二
三
四
五
の
香
、
各
二
包
充
、
都
合
十
包
の
内
、
同
香
二
包
除
け
、

其
跡
に
東
屋
の
香
一
包

ウ
也

打
交
、
以
上
九
包
出
香
と
す
地
香
外
に
拵
、
試
に

出
す
。
客
香
試
な
し
。。
九
炷

皆
焚
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。」
七
〇
ウ

一　

聞
様
は
、
九
炷
皆
聞
終
て
後
に
、
地
香
の
内
、
と
り
除
た
る
は
、
何

香
な
り
と
聞
分
け
、
又
東
屋
の
香
は
何
炷
目
に
出
た
る
と
聞
て
名
乗

紙
に
書
出
す
也
。
取
除
た
る
香
に
は
名
目
を
認
出
す
也
。

 

其
名
目
左
の
ご
と
し
。

 

　

一
の
香
除
た
る
と
聞
は　
　
　

し
げ
き
葎

 

　

二
の
香
除
た
る
と
聞
は　
　
　

あ
ま
り
ほ
と
ふ
る

 

　

三
の
香
除
た
る
と
聞
は　
　
　

雨
そ
ゝ
き
」
七
一
オ

 
　

四
の
香
除
た
る
と
聞
ば　
　
　

三
条
の
旅
所

 

　

五
の
香
除
た
る
と
聞
ば　
　
　

と
の
ゐ
人

　

名
乗
紙
認
様
、
仮
令
一
の
香
除
た
る
時
は

（
3
）
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し
げ
き
葎　
　

除　
　
　
　
　
　

 

　

あ
つ
ま
や　
　

三
炷
目　
　
　
　

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
乗　
　

  

一 
記
録
点
は
、
客
香
何
人
に
て
も
二
点
充
也
。
除
香
は
一
点
充
た
る
べ

し
。
書
様
左
に
記
す
。」
七
一
ウ

 

東
屋
香
之
記

 

〔
表
〕」
七
二
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

二

　
　
　
　
　
　

コ　

　
　

三　
　
　

2 

― 

2
×
1

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

四　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

9

　
　

五　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

東
屋　
　

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
一
」「
二
」「
三
」「
四
」「
五
」
の
香
（
地
香
）、
各
二
包

の
、
全
十
包
の
う
ち
、
同
香
の
二
包
を
除
き
、「
東
屋
」
の
香
（
客
香
）
一

包
を
加
え
、
全
九
包
を
出
香
す
る
。
こ
の
う
ち
、
地
香
五
種
類
に
つ
い
て

は
、
別
途
、
試
香
を
行
う
。「
東
屋
」
の
香
の
試
香
は
な
い
。

九
炷
を
す
べ
て
聞
き
終
わ
っ
て
か
ら
名
乗
紙
に
答
え
を
記
す
。
答
え
方

は
、
ま
ず
、
取
り
除
い
た
地
香
は
ど
れ
か
、
次
に
、「
東
屋
」
の
香
が
何
炷

目
に
出
た
か
を
そ
れ
ぞ
れ
記
す
。
取
り
除
い
た
香
は
、
名
目
に
よ
り
答
え

る
。
す
な
わ
ち
、
除
い
た
香
が
「
一
」
の
香
な
ら
ば
「
し
げ
き
葎
」「
二
」

な
ら
ば
「
あ
ま
り
ほ
と
ふ
る
」、「
三
」
な
ら
ば
「
雨
そ
ゝ
き
」、「
四
」
な

ら
ば
「
三
条
の
旅
所
」、「
五
」
な
ら
ば
「
と
の
ゐ
人
」
と
記
す
。

記
録
点
は
、客
香
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
、人
数
に
関
わ
ら
ず
二
点
、取

り
除
い
た
香
は
一
点
で
あ
る
。

以
上
の
竹
幽
本
は
、
蘭
之
園
本
と
全
く
同
じ
組
香
で
あ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

六
つ
の
名
目
の
う
ち
「
あ
づ
ま
や
」
と
「
雨
そ
そ
ぎ
」「
あ
ま
り
ほ
ど
ふ

る
」
は
巻
名
歌
（
⑥
九
一
頁
）
に
あ
り
、「
し
げ
き
葎
」
も
ま
た
当
該
歌
の

「
む
ぐ
ら
や
し
げ
き
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
、「
三
条
の
旅
所
」
は
『
源
氏
小
鏡
』
に
の
み
見
え
、『
源
氏
物

語
』
で
は
、
浮
舟
の
母
が
「
三
条
わ
た
り
」
に
用
意
し
て
い
た
「
小
さ
き

家
」（
⑥
七
七
頁
）
が
当
て
は
ま
る
。
ま
た
、「
と
の
ゐ
人
」
は
『
源
氏
物

語
』『
源
氏
小
鏡
』
い
ず
れ
に
も
見
え
、「
小
さ
き
家
」
を
守
る
夜
番
の
者

を
指
す
。

浮
舟
は
異
母
姉
の
中
の
君
と
対
面
し
た
際
、
中
の
君
の
夫
で
あ
る
匂
宮

に
言
い
寄
ら
れ
た
。
そ
こ
で
浮
舟
は
、
三
条
の
家
に
隠
れ
住
む
が
、
薫
が

訪
れ
、「
葎
が
茂
っ
て
戸
口
を
差
し
止
め
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
屋

の
雨
だ
れ
に
濡
れ
て
、
あ
ま
り
に
も
長
く
待
た
さ
れ
る
こ
と
よ
」
と
い
う

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
*

*

*
*

*

*

*
*
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巻
名
歌
を
詠
み
、
浮
舟
を
宇
治
の
山
荘
に
連
れ
て
行
っ
た
。

51　

浮
舟
香

【
翻
刻
】

 

　
　

△
浮
舟
香

 

橘
の
小
嶋
は
色
も
か
は
ら
じ
を

 

　

こ
の
浮
舟
そ
行
ゑ
し
ら
れ
ぬ

一　

薫
大
将
方
五
人
、
兵
部
卿
方
五
人
と
分
つ
薫
方
上

座
な
り

。

一　

一
の
香
、
二
の
香
、
ウ
の
香
、
各
四
包
充
、
都
合
十
二
包
打
交
、
其

内
よ
り
一
包
除
け
、
残
十
一
包
出
香
と
す
地
香
外
に
拵
へ
試
に

出
す
。
客
香
は
試
な
し
。。

一　

出
香
十
一
包
の
内
、
二
包
取
て
浮
舟
と
名
付
け
、
最
初
に
一
包
充
」

七
二
ウ
双
方
へ
一
炷
開
に
焚
出
す
。
是
を
一
組
五
人
限
り
に
聞
て
、
札

を
打
、
記
録
し
、
香
の
包
紙
を
開
見
て
、
残
九
炷
の
出
香
を
浮
舟
の

一
の
方
に
て
は
一
炷
聞
に
札
打
札
筒
一
炷

毎
に
廻
す

。
浮
舟
の
二
の
方
に
て
は
二
炷

聞
に
し
て
札
二
枚
充
打
折
居
二
つ
重
て

二
炷
毎
に
廻
す

。
浮
舟
の
ウ
の
方
に
て
は
三
炷
聞
に

し
て
、
札
三
枚
充
打
折
居
三
つ
重
て

三
炷
毎
に
廻
す

。
二
炷
聞
の
方
に
て
は
、
末
に
一
炷
餘

る
を
聞
捨
に
す
る
べ
し
。
も
し
又
双
方
浮
舟
同
香
の
時
も
、
右
の
例

を
以
て
、双
方
と
も
に
同
炷
」
七
三
オ
聞
に
し
て
よ
し
。
後
の
九
包
、皆

焚
終
て
、
包
紙
を
開
く
べ
し
九
炷
の
出
香
は
連
座

各
〳
〵
聞
す
る
也

。

一　

記
録
に
、
浮
舟
の
時
は
、
中
り
た
る
を
浮
舟
と
朱
に
て
認
め
、
中
ら

ざ
る
は
、
札
の
数
を
認
る
べ
し
。
客
地
香
の
差
別
な
く
、
独
聞
四
点
、

二
人
よ
り
三
点
充
、
聞
違
何
人
に
て
も
星
二
つ
充
附
る
。
九
炷
の
香

は
、
客
独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
、
地
香
独
聞
二
点
、
二
人
よ

り
一
点
充
、聞
違
星
な
し
。都
て
中
ら
ぬ
は
札
銘
の
数
を
認
る
べ
し
。」

七
三
ウ

一　

札
は
一
人
前
十
二
枚
、
十
人
分
百
廿
枚
也
。

 

　
　

札
表

 

　

十
炷
香
の
札
紋
に
同
し
。

 

　
　

札
裏

 

　

一　

四
枚　
　

二　

四
枚　
　

ウ　

四
枚

一　

九
炷
出
香
に
成
て
記
録
に
認
る
。
名
目
左
の
ご
と
し
。

 

（
朱
）
一
炷
聞
の
名
目
」
七
四
オ

 

一
の
香
（
朱
）　

薫
の
使　
　

二
の
香
（
朱
）　

宮
の
使

 

ウ
の
香
（
朱
）　

あ
ら
は
れ
文

 

（
朱
）
二
炷
聞
名
目

 

一
一
（
朱
）　

薫
の
使　
　
　

二
二
（
朱
）　

宮
の
使　
　

 

ウ
ウ
（
朱
）　

あ
ら
は
れ
文　

一
二
（
朱
）　

中
の
君　
　

 

二
一
（
朱
）　

六
の
君　
　
　

一
ウ
（
朱
）　

小
野
尼

 

ウ
一
（
朱
）　

右
近　
　
　
　

ウ
二
（
朱
）　

侍
従　
　
　

 
二
ウ
（
朱
）　

常
陸

 
（
朱
）
三
炷
聞
名
目

 

一
一
一
（
朱
）
薫
の
使　
　
　
　

二
二
二
（
朱
）
宮
の
使
」
七
四
ウ
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ウ
ウ
ウ
（
朱
）
あ
ら
わ
れ
文　
　

一
二
ウ
（
朱
）
ま
だ
振フ

リ

ぬ

 

一
一
二
（
朱
）
君
が
為　
　
　
　

二
二
ウ
（
朱
）
深
き
心

 
ウ
ウ
一
（
朱
）
宇
治
橋　
　
　
　

二
ウ
一
（
朱
）
永
き
契

 
一
二
一
（
朱
）
朽
せ
じ　
　
　
　

二
ウ
二
（
朱
）
年
ふ
と
も

 

ウ
一
ウ
（
朱
）
か
わ
ら
ん
物　
　

ウ
一
二
（
朱
）
橘
の
小
嶋

 

一
一
ウ
（
朱
）
峯
の
雪　
　
　
　

二
二
一
（
朱
）
汀
の
水

 

ウ
ウ
二
（
朱
）
詠
や
る　
　
　
　

一
ウ
二
（
朱
）
そ
な
た
の
空
」
七
五

オ

 

一
ウ
一
（
朱
）
水
ま
さ
る　
　
　

二
一
二
（
朱
）
遠ヲ

チ

の
里
人

 

ウ
二
ウ
（
朱
）
浪
越
る　
　
　
　

二
一
ウ
（
朱
）
末
の
松

 

一
二
二
（
朱
）
待
ら
ん
と
の
み　

二
ウ
ウ
（
朱
）
家
作
す
る

 

ウ
一
一
（
朱
）
障ア

ヲ
リ泥

敷　
　
　
　

ウ
二
一
（
朱
）
里
び
た
る
犬

 

一
ウ
ウ
（
朱
）
九
条
わ
た
り　
　

二
一
一
（
朱
）
石
山

 

ウ
二
二
（
朱
）
里
の
名

一　

記
録
書
様
左
に
記
す
。」
七
五
ウ

 

　

浮
舟
香
之
記　

一
除
（
朱
）

 

　
〔
表
〕」
七
六
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　

コ　
　
　
　

  　
　
　

各
方　
　

　
　
　
　
　
　

4　
　
　
　

  　
　
　

浮
舟　
　
　
　

　
　

二　
　
　
　
　
　
　

12 

― 

1
＝　
2　
＋　
　

＋
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ウ　
　
　

4　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　

本
香
に
は
、「
一
」「
二
」「
ウ
」
の
香
を
四
包
ず
つ
、
計
十
二
包
を
交
ぜ
、

そ
こ
か
ら
一
包
を
取
り
除
き
、残
り
の
十
一
包
を
出
香
す
る
。「
一
」「
二
」

の
地
香
の
み
試
香
を
行
い
、
客
香
「
ウ
」
の
香
に
試
香
は
な
い
。
答
え
に

は
札
を
用
い
る
。
札
の
表
は
十
炷
香
札
と
同
じ
で
よ
い
が
、札
裏
は
「
一
」

「
二
」「
ウ
」
を
各
四
枚
、
一
人
分
十
二
枚
を
用
意
す
る
。
連
衆
は
十
人
な

の
で
、
百
二
十
枚
の
札
が
必
要
で
あ
る
。

ま
ず
、
連
衆
を
五
人
ず
つ
、
薫
大
将
方
と
兵
部
卿
方
と
に
分
け
る
。
も

ち
ろ
ん
、前
者
が
上
座
で
あ
る
。
そ
し
て
、出
香
す
る
十
一
包
の
う
ち
、二

包
を
取
っ
て
「
浮
舟
」
と
名
付
け
、
双
方
に
一
包
ず
つ
、
一
炷
聞
き
に
焚

き
出
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
連
衆
五
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
焚
き
出
さ
れ
た
香
を

聞
き
、
答
え
の
札
を
打
つ
。
そ
の
答
え
を
記
録
し
た
後
に
、
香
の
包
紙
を

開
い
て
正
答
を
披
露
す
る
。

そ
の
「
浮
舟
」
の
正
答
の
出
方
に
よ
っ
て
、
残
り
九
炷
を
何
炷
聞
き
に

⎫｜⎬｜⎭

（聞捨）

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ⎬ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ⎭

3 × 3 　 2 × 4 　 1 × 9

*
*

*

*
*

**

*

*
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す
る
か
が
決
ま
る
。
こ
れ
は
組
香
と
し
て
き
わ
め
て
珍
し
く
、
ま
ず
他
に

例
を
見
な
い
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
一
」
な
ら
ば
一
炷
聞
き
で
札
筒

を
一
炷
ご
と
に
廻
し
、「
二
」
な
ら
ば
二
炷
聞
き
で
、
折
居
を
二
つ
重
ね
て

二
炷
ご
と
に
廻
し
、
札
を
二
枚
ず
つ
打
っ
て
い
く
。
ま
た
、「
ウ
」
な
ら
ば

三
炷
聞
き
で
、
折
居
を
三
つ
重
ね
て
三
炷
ご
と
に
廻
し
、
札
を
三
枚
ず
つ

打
つ
。
二
炷
聞
き
の
場
合
、
余
っ
た
最
後
の
一
炷
は
聞
捨
に
す
る
。
も
し
、

薫
大
将
方
と
兵
部
卿
方
の
「
浮
舟
」
が
同
香
で
あ
っ
た
時
は
同
炷
聞
き
に

し
て
よ
く
、
札
筒
や
折
居
の
廻
し
方
も
同
じ
で
よ
い
が
、
異
香
の
場
合
は
、

そ
れ
ら
が
双
方
で
異
な
っ
て
く
る
た
め
、
出
香
が
複
雑
に
な
る
。「
浮
舟
」

の
後
の
九
包
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
包
紙
を
開
い
て

正
答
を
披
露
す
る
。

点
の
付
け
方
は
、「
浮
舟
」
と
後
の
九
炷
と
で
異
な
る
。「
浮
舟
」
は
、客

香
・
地
香
の
区
別
な
く
、
独
り
聞
き
は
四
点
、
二
人
か
ら
は
三
点
、
聞
き

違
え
た
場
合
は
、
何
人
で
も
星
を
二
つ
付
す
。
一
方
、
後
の
九
炷
は
、
客

香
の
独
り
聞
き
が
三
点
、
二
人
か
ら
は
二
点
、
地
香
は
独
り
聞
き
が
二
点
、

二
人
か
ら
は
一
点
で
、
聞
き
違
え
て
も
星
は
付
さ
な
い
。

記
録
の
し
か
た
は
、
聞
き
違
え
た
場
合
は
す
べ
て
札
裏
の
「
一
」「
二
」

「
ウ
」
を
記
す
が
、
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
聞
き
の
名
目
を
記
す
。
す
な
わ

ち
、「
浮
舟
」
の
場
合
、
聞
き
当
て
る
と
朱
で
「
浮
舟
」
と
記
す
。
ま
た
、

後
の
九
炷
で
は
、
一
炷
聞
き
か
ら
三
炷
聞
き
ま
で
、
三
種
類
の
香
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
、
延
べ
三
十
九
の
名
目
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。

蘭
之
園
本
で
は
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
（
試
香
あ
り
）
と
「
ウ
」
の

香
（
試
香
な
し
）
を
各
三
包
、
計
十
二
包
用
意
し
、
二
包
ず
つ
結
び
合
わ

せ
て
二
炷
聞
き
に
す
る
と
い
う
組
香
に
な
っ
て
い
る
。「
か
ほ
る
方
」「
匂

ふ
宮
方
」（
竹
幽
本
で
は
「
兵
部
卿
方
」）
に
分
か
れ
る
と
い
う
点
は
竹
幽

本
に
通
じ
る
。
だ
が
、
蘭
之
園
本
が
、
双
方
で
聞
き
の
名
目
の
一
部
を
別

個
に
定
め
て
い
る
に
せ
よ
、
竹
幽
本
は
、
初
炷
が
異
香
で
あ
る
場
合
に
は
、

双
方
で
何
炷
聞
き
か
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
複
雑
な
趣
向
と
言
え
よ

う
。
な
お
、
蘭
之
園
本
独
自
の
名
目
に
は
、「
絶た
や

せ
じ
を
」「
こ
だ
ま
」「
浮

船
」
の
三
つ
（
た
だ
し
竹
幽
本
は
「
浮
舟
」
を
香
名
と
し
て
使
用
）
が
あ

る
一
方
、竹
幽
本
独
自
の
名
目
に
は
、「
中
の
君
」「
六
の
君
」「
常
陸
」「
ま

だ
振ふ
り

ぬ
」「
君
が
為
」「
深
き
心
」「
朽
せ
じ
」「
峯
の
雪
」「
汀
の
水
」「
詠

や
る
」「
そ
な
た
の
空
」「
水
ま
さ
る
」「
遠を

ち

の
里
人
」「
石
山
」「
里
の
名
」

の
十
五
に
の
ぼ
る
。

（
2
）『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り

蘭
之
園
本
の
名
目
は
二
十
一
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
十
九
は
、
竹
幽
本
で

も
聞
き
の
名
目
と
し
て
用
い
る
。
残
り
二
つ
の
う
ち
、「
浮
舟
」
は
、
前
述

の
と
お
り
竹
幽
本
で
は
香
名
と
し
て
用
い
る
が
、一
方
「
こ
だ
ま
」
は
、竹

幽
本
に
は
見
え
な
い
。

「
こ
だ
ま
」
と
い
う
語
は
、『
源
氏
物
語
』
の
当
該
巻
に
な
い
た
め
、『
香

道
蘭
之
園
』
解
説
は
、
二
巻
後
の
手
習
の
巻
に
出
て
く
る
「
山
彦
」
を
指

す
と
見
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
源
氏
小
鏡
』
浮
舟
の
巻
に
あ
る
、
行

**

*

*

*

*
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き
倒
れ
に
な
っ
た
浮
舟
に
は
「
木
霊
」（
木
に
宿
る
霊
魂
）
が
取
り
憑
い
た

の
だ
と
い
う
解
釈
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

蘭
之
園
本
・
竹
幽
本
い
ず
れ
に
も
用
い
ら
れ
る
「
小
野
尼
」
も
、『
香
道

蘭
之
園
』
解
説
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
源
氏
物
語
』
で
は
手
習
の
巻
に
初

め
て
登
場
す
る
が
、『
源
氏
小
鏡
』
で
は
浮
舟
の
巻
で
紹
介
さ
れ
る
。『
源

氏
小
鏡
』
は
他
の
巻
の
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
こ
の
例
も
、

『
源
氏
物
語
』
そ
の
も
の
で
は
な
く
、『
源
氏
小
鏡
』
に
拠
っ
た
と
見
ら
れ

よ
う
。
同
様
に
、「
九
条
わ
た
り
」
の
「
九
条
」
は
、『
源
氏
物
語
』
で
は

他
の
巻
に
あ
る
語
で
あ
る
が
、『
源
氏
小
鏡
』
で
は
浮
舟
の
巻
に
記
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、『
源
氏
物
語
』
の
当
該
巻
で
は
「
下
つ
方
」（
⑥
一
六
三
頁
）

に
当
た
る
。
そ
の
他
、「
薫
の
使
」「
宮
の
使
」「
あ
ら
は
れ
文
」
も
『
源
氏

物
語
』
で
は
な
く
、『
源
氏
小
鏡
』
の
「
大
将
の
使
」「
宮
の
御
使
」「
あ
ら

は
れ
し
折
の
文
」
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、「
家
作
す
る
」
の
「
家

作
」
も
『
源
氏
物
語
』
で
は
他
の
巻
に
見
る
語
で
あ
る
が
、『
源
氏
小
鏡
』

の
「
殿
つ
く
り
た
ま
ふ
」
に
よ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
蘭
之
園
本
の
名
目
は
『
源
氏
小
鏡
』
に
基
づ
く
と
推

定
さ
れ
、
そ
の
多
く
を
竹
幽
本
も
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
方

で
、
竹
幽
本
に
の
み
あ
る
「
中
の
君
」「
六
の
君
」「
常
陸
」
は
、
そ
れ
ぞ

れ
浮
舟
の
異
父
姉
、
匂
宮
の
正
妻
、
浮
舟
の
継
父
で
あ
る
常
陸
介
を
指
し
、

浮
舟
を
め
ぐ
る
よ
り
詳
細
な
人
間
関
係
が
窺
え
る
。
ま
た
「
石
山
」
も
蘭

之
園
本
に
な
い
名
目
で
、『
源
氏
物
語
』
当
該
巻
に
五
例
あ
り
、
王
朝
女
性

に
篤
く
信
仰
さ
れ
た
石
山
寺
を
指
す
。

以
下
、
名
目
を
用
い
て
当
該
巻
の
概
要
を
記
す
。

匂
宮
は
、
中
の
君
に
会
い
に
来
た
浮
舟
を
見
て
以
来
、
心
引
か
れ
て
い

た
。
翌
年
の
正
月
、薫
に
よ
っ
て
宇
治
に
連
れ
て
行
か
れ
た
浮
舟
か
ら
、中

の
君
の
元
に
、
次
の
和
歌
と
と
も
に
お
祝
い
の
品
が
届
く
。

 

ま
だ
古
り
ぬ
も
の
に
は
あ
れ
ど
君
が
た
め 

深
き
心
に
ま
つ
と
知
ら

な
ん
（
⑥
一
一
二
頁
）

こ
れ
を
見
た
匂
宮
は
、
浮
舟
の
歌
で
は
な
い
か
と
思
い
、
薫
の
振
り
を
し

て
宇
治
を
訪
れ
た
。
浮
舟
は
、
匂
宮
と
は
知
ら
ず
会
っ
て
し
ま
う
。
し
ば

ら
く
し
て
薫
が
尋
ね
て
き
た
が
、
浮
舟
は
も
の
思
い
に
ふ
け
り
涙
に
く
れ

て
い
る
。
薫
は
次
の
歌
を
詠
み
、
浮
舟
を
慰
め
た
。

 

宇
治
橋
の
長
き
契
り
は
朽
ち
せ
じ
を
危
ぶ
む
か
た
に
心
騒
ぐ
な
（
⑥

一
四
五
頁
）

匂
宮
は
浮
舟
に
夢
中
に
な
り
、
再
び
宇
治
を
訪
れ
、
人
目
を
気
に
せ
ず

語
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
近
く
に
あ
る
家
来
の
家
に
浮
舟
を
連
れ

出
し
た
。
宇
治
川
を
小
舟
で
渡
っ
た
と
き
、
橘
の
小
島
と
い
う
中
洲
に
さ

し
か
か
り
、
匂
宮
は
次
の
歌
を
詠
み
、
浮
舟
は
巻
名
歌
で
返
し
た
。

（
4
）
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年
経
と
も 

変
は
ら
む
も
の
か
橘
の
小
島
の
崎
に
ち
ぎ
る
心
は
（
⑥

一
五
一
頁
）

対
岸
の
隠
れ
家
で
過
ご
し
た
と
き
、
匂
宮
は
思
い
を
歌
に
託
し
た
。

 

峰
の
雪 

み
ぎ
は
の
氷
踏
み
わ
け
て
君
に
ぞ
惑
ふ
道
は
惑
は
ず
（
⑥

一
五
四
頁
）

都
に
戻
っ
た
匂
宮
は
、
長
雨
で
な
か
な
か
宇
治
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
苦
し
さ
を
詠
み
、
浮
舟
に
送
っ
た
。

 

な
が
め
や
る 

そ
な
た
の
雲
も
見
え
ぬ
ま
で
空
さ
へ
暗
る
る
こ
ろ
の

わ
び
し
さ
（
⑥
一
五
七
頁
）

た
ま
た
ま
同
じ
日
に
、
以
下
の
和
歌
を
記
し
た
薫
の
手
紙
も
送
ら
れ
て
き

た
。

 

水
ま
さ
る 

遠
の
里
人
い
か
な
ら
む
晴
れ
ぬ
な
が
め
に
か
き
く
ら
す

こ
ろ
（
⑥
一
五
九
頁
）

同
時
に
二
人
の
公
達
か
ら
手
紙
が
届
き
、
浮
舟
は
悩
ん
で
次
の
歌
を
詠
み
、

手
習
い
に
書
い
た
。

 

里
の
名
を
わ
が
身
に
知
れ
ば
山
城
の
宇
治
の
わ
た
り
ぞ
い
と
ど
住
み

う
き
（
⑥
一
六
〇
頁
）

一
方
、
薫
の
使
と
宮
の
使
が
出
く
わ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
薫
は
三
角
関

係
に
初
め
て
気
づ
き
、
怒
り
の
歌
を
浮
舟
に
送
っ
た
。

 

波
こ
ゆ
る
こ
ろ
と
も
知
ら
ず
末
の
松 

待
つ
ら
む
と
の
み
思
ひ
け
る

か
な
（
⑥
一
七
六
頁
）

薫
は
匂
宮
が
浮
舟
の
も
と
に
通
う
の
を
阻
止
す
る
た
め
、
都
に
浮
舟
を

迎
え
る
「
家
作
す
る
」（
⑥
一
六
二
頁
）。
そ
れ
を
知
っ
た
匂
宮
も
「
九
条

わ
た
り
」（「
下
つ
方
」
⑥
一
六
三
頁
）
に
家
を
準
備
す
る
。

匂
宮
は
薫
よ
り
も
早
く
浮
舟
を
引
き
取
る
こ
と
に
し
て
宇
治
を
訪
れ
た

が
、
今
ま
で
と
は
違
い
番
人
が
大
勢
お
り
、
そ
の
う
え
「
里
び
た
る
声
し

た
る
犬
」（
⑥
一
九
〇
頁
）
に
吠
え
ら
れ
近
寄
れ
な
い
。
こ
れ
は
匂
宮
を
近

づ
け
な
い
た
め
に
、
薫
が
警
固
を
厳
し
く
し
た
た
め
で
あ
る
。
仕
方
な
く

匂
宮
は
浮
舟
の
女
房
を
外
に
呼
び
出
し
、匂
宮
は
「
障
泥
（
馬
具
の
名
。
鞍

の
下
か
ら
両
側
に
垂
ら
し
た
泥
除
け
）
と
い
ふ
も
の
を
敷
き
て
」（
⑥

（
5
）
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一
九
〇
頁
）
座
り
、
引
越
し
の
相
談
を
し
た
。

二
人
の
公
達
に
言
い
寄
ら
れ
た
浮
舟
に
対
し
て
、
浮
舟
の
女
房
で
あ
る

右
近
は
薫
を
、
侍
従
は
匂
宮
と
の
縁
談
を
勧
め
た
。
悩
み
苦
し
ん
だ
浮
舟

は
、
つ
い
に
入
水
を
決
意
し
て
、
こ
っ
そ
り
家
を
出
る
。
し
か
し
川
辺
に

倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
小
野
の
尼
た
ち
一
行
に
発
見
さ
れ
、
一
命
を
取
り

留
め
る
。
浮
舟
が
行
き
倒
れ
に
な
っ
た
の
は
木
霊
に
取
り
憑
か
れ
た
せ
い

か
、
と
人
々
は
考
え
た
。

附
記

　

本
稿
は
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
25
〜
27
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一

部
で
あ
る
。

注
（
1
）
薫
遊
舎
校
注
『
香
道
蘭
之
園
』（
増
補
改
訂
版
、
二
〇
一
三
年
、
淡
交

社
）。

（
2
）
以
下
、本
文
は
、新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
源
氏
物
語
』
①
〜
⑥
（
小

学
館
、
一
九
九
四
〜
一
九
九
八
年
）
に
よ
り
、
そ
の
巻
数
と
頁
数
を
（　

）

を
付
し
て
示
す
。
な
お
、
本
文
に
は
、
適
宜
手
を
加
え
た
箇
所
が
あ
る
。

（
3
）『
源
氏
小
鏡
』
の
本
文
は
、岩
坪
健
『『
源
氏
小
鏡
』
諸
本
集
成
』（
和
泉

書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
所
収
の
第
一
系
統
第
一
類
本
に
よ
る
。
蘭
之
園
本

が
そ
の
系
統
に
よ
る
こ
と
は
、武
居
雅
子
氏
が
「『
源
氏
千
種
香
』
の
依
拠

本
を
探
る
」（『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
9
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
で
論

考
さ
れ
た
。

（
4
）
蘭
之
園
本
「
絶
せ
じ
を
」。『
源
氏
小
鏡
』
第
一
系
統
第
一
類
本
「
た
え

せ
し
と
」
に
依
拠
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

（
5
）
竹
幽
本
「
そ
な
た
の
空
」。「
雲
」
と
「
空
」
と
の
字
形
の
類
似
に
よ
る

誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
当
該
歌
の
「
そ
な
た
の
雲
」
が
「
見
え
ぬ
」

ほ
ど
「
暗
る
る
」「
空
」
を
表
現
し
た
名
目
か
。
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【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
六
十
五
丁
表
）

（
六
十
五
丁
裏
）

（
六
十
六
丁
表
）

（
六
十
六
丁
裏
）
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（
六
十
七
丁
表
）

（
六
十
七
丁
裏
）

（
六
十
八
丁
表
）

（
六
十
八
丁
裏
）
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（
六
十
九
丁
表
）

（
六
十
九
丁
裏
）

（
七
十
丁
表
）

（
七
十
丁
裏
）
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（
七
十
一
丁
表
）

（
七
十
一
丁
裏
）

（
七
十
二
丁
表
）

（
七
十
二
丁
裏
）
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（
七
十
三
丁
表
）

（
七
十
三
丁
裏
）

（
七
十
四
丁
表
）

（
七
十
四
丁
裏
）
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（
七
十
五
丁
表
）

（
七
十
五
丁
裏
）

（
七
十
六
丁
表
）


